








要約:小児の事故防止について、実態把握のためのモニタリング方法について検討を行っ

た。その結果、わが国においては救急患者が多くの病院に分散するために、欧米諸国に比

べ、サーベイランスを実施するためには多数の病院の協力が必要とされた。介入研究の評

価のためには、救急外来日誌を利用する方法が最もよいとされた。メディアを利用した健

康教育についても検討され、小児の事故防止対策としてメディアの利用は有効な方法と考

えられた。これらの検討により県規模の介入研究が可能になった。


